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四つのテスト
●真実かどうか　
●みんなに公平か　
●好意と友情を深めるか　
●みんなのためになるかどうか

  ２００９～１０年度
  第２６５０地区のテーマ
『育てよう人』
  国際ロータリー第２６５０地区
  ガバナー　富田謙三
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第10回 9月8日 
通算1475回

▼次項へつづく

１.開会の点鐘　17時30分
２.ソング
　「四つのテスト」
３.お客様の紹介
４会務報告
５.卓話「米価と政治」
　　松岡嘉平冶　会員
６.閉会の点鐘　18時30分

例会プログラム
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1474回例会
会長報告　
　８月３１日に、会長・副会長・幹事・委員長と奈良市長を表敬訪問いたしました。
お若い市長ではありますが、なかなかしっかりとしたお話をしていただきました。最初の
開口一番、クラブが力を入れている「労働に学ぶ」について聞かれましたので、概況を報
告するとともに、今秋、一度観ていただけるように要請いたしました。市長の方からは　
三笠中学だけでなく、他の学校にも広げる方法がないかとの要請をうけ、前向きに検討す
ることを伝えました。
　また、是非一度例会にご出席いただき、卓話をしていただけるように要請するとともに
　新世代・親睦の秋の行事にも参加いただけるように頼んでまいりました。
　次に事務局員の山口さんの様態ですが、本日時点でまだ入院なされておりますが、体調
は悪くなく、近々退院して復帰していただける模様です。

　本日の理事会報告です。
・先日のガバナー訪問について話し合いましたが、全員、問題なく終われたとの認識で一
致いたしました。

・新入会員の入会に伴い、職業分類の新しい項目として「コンピューターシステム」を新
設することを決定いたしました。

・新入会員調査報告書の項目について、修正が必要との意見が出ましたが、しばらくは、
今のままで行うことを確認しました。

・新入会員１名の入会手続きを開始するとことを承認いたしました。
・第一回情報集会の結果は、次週会報に掲載ること、第二回以降も４つの班で実施するこ
とを確認しました。

・親睦委員会より家族親睦花火例会の決算報告があり、承認いたしました。
・米山寄付「５千万円達成クラブ」として表彰していただける旨、連絡が参りました。

次週の例会　9月15日
　卓話
「インターネットの流行
　りと言葉」
　Office Chibikuma
　代表　砥綿 千恵　氏

次週の例会

第一回親睦GOLF

第9回 9月1日 
通算1474回
Ｒ.Ｃ.は出席から 1474回　
●会員数         　66名　　
●出席免除者数　　 21名
●出席者数　　　　 51名
●補填者数　　　　　5名
●出席率　　　　96.6％

例会状況報告



▼次項へつづく

2

杉山嘉一ガバナー、松倉拡大委員長夫妻、松岡、岡村、山本、水谷拡大委員の皆様

第一回情報集会　結果報告
クラブ管理運営委員会
委員長　小西敏文
テーマ「出席率を高めよう」
・100％達成できないのは、特定の一部の会

員の自覚の問題である。
・例会出席は奉仕活動の原点である。
・例会出席はロータリーの基本である。
・出席を「義務」ととらえるのではなく「権

利」と言う意識を持ったらどうか。
・みんなが出席したいと思うような魅力的

な例会運営をすれば良い。
・欠席者には、紹介者・顧問等がフォロー

をする。
・新入会員入会時に出席の重要性を十分に

説明指導する。
・メイキャップをしてまで「出席率」を追

いかけるのは無意味である。基本はホー
ムクラブ出席である。

・メイキャップをしなかった会員の名前を
公表したらどうか。

３０周年記念事業実行委員会

・北神会計より　収支報告がありました

・楠下実行委員長より　本日をもって委員
会の解散が宣言されました

「ロータリーミニ情報」
ロータリー情報委員会　飯田二昭
クラブ創立について

昭和５３年１２月、奈良ホテル
の一室で奈良市内に３番目のロ
ータリークラブを作る準備の会
が開かれました。出席者は特別
代表に選ばれた緒方準一パスト・
ガバナー、奈良ロータリークラ
ブの会長、幹事と拡大委員５名、
新クラブのキーメン５名でした。
　新クラブの創立について、ク
ラブの名称、メンバーの選出、
創立総会の日程、例会場、例会
曜日、時間の決定、更には認証
状伝達式の日程、会場等が決定
されました。
　メンバーの人選については、

スポンサークラブの奈良ロータリークラブの拡大委員会が、新ク
ラブは全員新人である事から、●ロータリアンとして活動し得る
熱意のある人、●テリトリー内に住居又は主たる事業所のある人、
●地域内で評判の良い指導的人物、等の基準を設けて会員候補者
をリストアップされていました。その他にも、自薦、他薦で入会
を希望された方もおられたようです。その候補者の中から、緒方
先生が一定の選考基準に基づいて選定されました。その基準の一
つは「会員になりたい人ではなくて、クラブが入って欲しい人を
選ぶ」という事でした。選考された会員候補者に、それぞれ手分
けして交渉に当たり、最終的に、チャーターメンバーとして２２
名が確定しました。中には、入会をためらう人もおられましたが、
「そういう人は入会後、いい会員なられるので、ぜひ入ってもら
うように」と言われたこともありました。
　新クラブ会員予定者の奈良ロータリークラブの例会見学等を経て、
昭和５４年１月２３日、創立総会を迎えることになります。
　ロータリーでの人の選び方について、緒方先生が創立会員の人
選の際に示された基準は、クラブ運営の際にも参考になるのでは
ないかと思います。
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クラブ討論会　「有害サイトの現状と対応について」
平成２１年９月１日　新世代委員会
それでは新世代員会より発表させて頂きます。新世代委員会の今年度の取組みの１つである携帯電話有害サイト関連に

ついて、現状とその対応の必要性について、本日、簡単にご説明させて頂きます。お手元に資料を配布させて頂いて
おりますので、資料に沿ってご説明させて頂きます。

■�Ｐ１

　１頁目をご欄ください。本日説明したいポイントを３
点記載しております。
　まず１点目、皆様も活用されているように、携帯電話
は電話にとどまらず、メール、テレビ、買い物まででき、
非常に便利で生活に欠かせないものになっています。但
し、その反面、使い方を誤ったり、悪意を持つと危険な
道具にもなるという認識が必要です。
　２点目、これが非常に大切なポイントですが、子ども
たちが、携帯を介して、どんな情報にもアクセスできて
しまうということです。その情報には不健全なものも含
まれます。小学生、中学生の子どもも多く携帯を保有し
ており、善悪の判断がつかない子どもたちが、大人を介
さず不健全な情報に直接、簡単にアクセスできる状況で
あるという認識が必要です。
　私が子どもの頃は社会の出来事については、テレビや
新聞を通して手に入れ、その場には親か家族がいて、一
言、二言あったと記憶しています。
　最後、３点目です。子どもに関して、これまでにない
様々な問題が生じています。携帯電話もその要因になっ
ているのは事実であり、大人特に親は、先程お話したよ
うな新しい状況についても、認識、理解した上で、子ど
もと向き合い、子どもへ社会常識を教えると共に、家庭
内でのルール作りをしていくことが求められています。
�

■�Ｐ２

　２頁目をご欄ください。ネット社会において、いろい
ろな所に落とし穴があり、また新たな落とし穴がどんど
ん作られている現状です。これまで以上に、子どもは多
くの危険と隣りあわせています。ひとつひとつの詳細は
割愛しますが、被害を受けるだけでなく、本人の意図し
ないところで、知らず知らずのうちに、加害者にもなっ
てしまうという認識が必要です。
■�Ｐ３

　３頁目をご欄ください。ではどうするか。当たり前の
ことですが、日常生活で、危ないところへは近づかない
のと同様に、危険なサイトには近づかないことが重要で
す。
　国も法律で、出会い系サイト規制法で規制しており、
昨年も改正を加えて規制強化していますが、抜け穴もあ
り全てを抑止できてないのが実情ではないかと考えます。
　落とし穴が至る所にある状況ですので、ネット社会を
正しく理解し、自己で責任を持ち、行動することが求め
られています。
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■�Ｐ4

　４頁目、５頁目をご欄ください。警察庁による出会い
系サイト関連での被害者数と検挙数の広報数値です。
　平成２０年の被害者の内、１８歳未満が実に８５％で、
その殆どが携帯を利用しています。また、被害者にとど
まらず、出会い系サイト規制法による児童の検挙数も３
分の１と、かなり大きい数字となっています。
　全体的には減少傾向ですが、出会い系サイト規制法違
反は規制強化の影響もあり増加しています。

■�Ｐ５

　５頁目をご欄ください。被害者の大半は中学生、高校
生の女子です。
　これまでの数字からも如何に子どもが危ない状況であ
るかがわかります。この数字も氷山の一角であり、この
他に被害にあったり、事件に巻き込まれたり、悩んでい
る子どもはもっと沢山いるはずです。

■�Ｐ６

　６頁目をご欄ください。先程から出会い系サイトに注
目し説明して参りましたが、出会い系サイト以外でも、
自己紹介を記載したり、趣味や同窓会等を募集する一般
的なサイトが多数あります。顔もみえず素性もわからな
い人達との気軽な出会いの場はネットにより拡大してい
ます。このようなネットを介したコミュニティは、良い
面、悪い面ありますが、その中で、出会い系サイトと同
様な被害にあう可能性があります。これも見逃してはい
けない事実です。

■�写真（手持ち）

　この写真、何の看板かわかりますか？ファッション雑
誌かヘアメイクなどにしか見えないと思いますが、実は
スタービーチ、略称スタビという出会い系サイトの広告
看板です。場所は、東京の渋谷です。この他にもお台場、
有楽町、新橋等、若者が集まる、非常に目立つ場所にあ
りました。
　２年程前、ヤンキー先生として有名だった義家弘介さ
ん、当時安倍内閣の教育再生会議室長、現参議院議員の
講演で、私も教えてもらい実際見ましたが、スタービー
チという名前も知らなかったので衝撃でした。現在の状
況は確認できていませんが、この手のものが、どれだけ
身近に自然に入り込んでいるかがご理解頂けるかと思い
ます。
�
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■�Ｐ7

　７頁目をご欄ください。ではどうするか。有効な手段
の１つとして、携帯会社のフィルタリングサービスがあ
ります。簡単にご紹介します。機能は大きく２つ。健全
と認めたサイトしか接続させないのがホワイトリスト方
式、有害と認めたサイトへの接続を制限するのがブラッ
クリスト方式。どちらも一長一短があります。
ＮＴＴドコモにおいても年齢で使い分けております。会
社によっても相違しますので、詳細についてはご利用の
携帯会社に確認頂けたらと思います。
　ホワイト？ブラック？方式？わかりにくくて申し訳な
いですが、大切なことは、フィルタリングサービスを登
録したから安心というのではなく、先程説明したように
一般サイトでも危険が潜んでいるという認識のもと、必
ず親による子どもの携帯電話の利用状況の確認が必要だ
ということです。
■�Ｐ８

　８頁目をご欄ください。フィルタリング対象になる具
体例です。例にあるような事に、子どもを無防備でさら
すことはしないと思います。ネットの危険性、フィルタ
リングの必要性についてご理解いただけるかと思います。
■�Ｐ９
　９頁目をご欄ください。今や携帯電話は、小学生で３
人に１人、中学生で３人に２人以上保有しています。し
かし、文科省の調査でも、家庭におけるネットの危険性、
フィルタリングの必要性への認識は低いと言わざるを得

ません。フィルタリングの利用率が、小学生で６３％、
中学生に至っては半数以下の４３％です。また、ネット
の危険性について学んだ経験も小学生で５３％、中学生
でも８０％と、更なる取組みが必要な状況です。

　実際に現状の話を聞けば、子どもの携帯保有や利用に
ついて関心を持ち、家庭で何かしらの対応が必要だと思
われるのではないでしょうか。我が家では、先程の広告
を知ってから、安全面や緊急連絡等での必要性はわかり
ながらも、簡単に子どもに携帯電話を与えられないと思
い、小学生の娘と息子には、まだ早いと言い続けていま
す。
■�Ｐ１０

　最後、１０頁目をご欄ください。これまでの話をまと
めております。国も、取り締まりを強化するばかりでな
く、新たに今春施行された法律では、ようやくネット利
用の習熟面にも注目しております。機能面では、携帯各
社がフィルタリング機能の改善・普及に努めております。
　しかし、一番大切なことは、最初に申しましたが、我々
大人が、ネットの危険性を認識した上で、子どもと向き
合い、社会総がかりで子どもたちを守っていくことだと
思います。

以上です。
本日の説明が皆様の参考になれば幸いです。
ご清聴ありがとうございました。
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第一回クラブ討論会　結果
日時    平成２１年９月１日(火)１８:００～１８:３０

場所    奈良ホテル                                                　　　　　

　＜討論事項＞
「新世代委員会活動について」【携帯電話有害サイトの現状と対応について】
・以前、一番上の娘から携帯を取り上げた。
・出会い系サイトもそうだが、メール、学校裏サイト、掲示版などがいじめの温床や不
登校の原因になっている。

・フィルタリングにかからない部分なので、重要である。
・危険なサイトの実体験は大切だと思う。
・自分はよく知らないが、知ることが大切だと思う。
・義務教育で携帯必要なのか？

・技術的な進歩にルールが追いついていない。
・一定の利用制限をして、その後ルールが整ったら、制限を緩めていくのがよいのではないか。
・有害サイトはよく知らないが、皆さんと同じ意見だ。
・現状を知って頂くことが、まず大切かと思います。
・私達が考えているより、利用方法は進んでいると思います。
・有害サイトばかりでなく、メール、学校裏サイト、掲示版などがいじめの温床や不登校の原因になっている点も、考
慮すべきかと思います。

・２年前に座談会を行なったが参加頂いた各方面の意見を総合すると親が何も知らない。今回のインストラクター育成
の件はまず親に知ってもらわないといけないという趣旨である。当然我々も知らないといけないと思うし、１年では
なく継続的に関わっていく必要がある。

・�親が知らないので危機感がない。サイトをなくそうと思ったら携帯をなくさないといけない。フィルタリングは技術
的問題。

・実際のサイトがどのようなものか知らないが広く知ってもらうために寸劇のようなものをしてはどうか？
・教育で親に知らしめて、行く必要があると思う。
・よくわからない。体験してみてからでないと判断できない。
・親が厳しくしつける必要がある。
・法律の規制が必要。
・有害サイトについての認識が希薄 であるため模擬体験は必要。
・凍害対策研修会に参加する方々は本件に問題意識を持っていると思いますが実際にどのような人に来て貰いどのよう
に集めるかが問題。

・実情を知り、親がこどもと対話することが必要。
・通信料をあげればよいのではないか。

以上のような意見です。ほとんどがどのようなものかわからないため、中々議論まで発展しない状態でした。まずどの
ようなものか知る必要がありどのようなリスクがあるかを知っていただく必要があるように思いました。

第一回　親睦会GOLF　8/27（木）
ディアパークGC

優 勝
高木会員

佐川杯 取り切り　
山本（尚）会員

おまけ　
大塩担当委員　植村幹事
ごくろうさまでした



7

南円堂
ニコニコ箱　本日計 38,000円　累計　637,000円

●会報・ＩＴ委員会／谷川千代則　藤井正勝　野上利樹  ●Webmaster／谷川千代則

近大マグロを見に和歌山へ （増井 義久）

ＴＶなどで紹介されていますので御存知の方も多いと思いますが、
私の母校である近畿大学農学部の看板商品は、なんといっても『近大マグロ』です。
３０年の研究がみごとに実り２００２年にクロマグロの完全養殖成功いたしました。

数年前、近畿大学水産研究所に趣味のダイビングも兼ねて見学に行きました。
目の前で、完全養殖されたクロマグロが泳ぐ姿は、迫力満点でした。

安心・安全の魚介類を育てて、食卓に届けることが出来る海洋牧場の夢は、もう手の届くところまで来ています。

冨川　悟　君　今月から９月、会長就任後早や２ヶ月経過しました。アッという間でした。
この間ガバナー公式訪問も無事終了し、皆様のご協力の賜物と感謝しております。
これからもよろしくお願いします。

北河原公敬君　本日、東京国立劇場お水取り声明公演のリハーサルがありますため、例会早退いたします。
申し訳ありません。

高木　信夫君　ハンデキャップのお陰で優勝させていただきました。親睦委員会の皆様ご苦労様でした。
楠下　重郎君　本日の会計報告をもって、３０周年記念事業が全て終了致しました。皆様のご協力に感謝申し上げます。

金星　昇　君　親睦ゴルフコンペ、良きパートナーに恵まれ楽しいゴルフ。ニコニコ
　　　　　　　平野さん、高木さん、谷川さん

潮田　悦男君　ちょっと感じることがあったので。

山本　尚永君　親睦ゴルフではマンスリーの佐川杯をいただきました。ありがとうございました。

野上　利樹君　９月最初の例会にニコニコ協力です。

宮西　正伸君　ニコニコ協力です。

大塩　栄作君　先日は親睦ゴルフご苦労様でした。私は今頃夏バテに・・・・
　　　　　　　皆さんにはお疲れ出ません様にご注意ください。　　　


